
 

平成 28年 10月 19日 

チーム関係者各位 

 

新潟市ミニバスケットボール連盟 

会 長  小澤  勝美 

理事長  近藤  秀之 

コミッショナー委員長  長谷川 廣一 

 

      マンツーマンコミッショナーの競技会（試合）における運用について 

～ JBA 10月 10日改定内容の補足説明 ～ 

 

 晩秋の候、皆様におかれましてはますます御健勝のこととお慶び申し上げます。また、日頃よ

り当連盟の活動や競技会へのご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

 さて、10月 15日に当連盟 HPでもお知らせしております「JBAマンツーマンディフェンス

推進関連規定(10/10改定)」並びに「マンツーマンディフェンスの基準規則・補足解説」につい

て、下記の通り補足説明を致します。 

 秋季大会の予選が目前となり、各チームより一層熱の入った練習を重ねていると思います。 

いま一度、「JBAマンツーマンディフェンス推進関連規定(10/10改定)」並びに「マンツーマン

ディフェンスの基準規則・補足解説」、下記の「補足説明」に目を通し、ご理解頂きますようお

願い申し上げます。 

 コミッショナー・審判・指導者の方は、正しい運用にご理解ご協力を頂きたく、重ねてお願い

申し上げます。 

 

                     記 

 

【補足説明の箇所】 

※「マンツーマンディフェンスの基準規則」および「マンツーマンディフェンスの基準規則・補

足解説」（資料内） 

 2.（1）「◆マンツーマンディフェンスの見分け方」を一部修正。 

 ＜削除＞・オンボールのマッチアップは 1.5ｍ以内を目安とする。（マッチアップエリア以外

においては、スローインも含め、1.5ｍ以内は当てはまらない。） 

 

【補足説明】 

・マッチアップエリア以外において、エンドスローイン・サイドスローインの際、ボールマンに

対して 1.5ｍ以内にマッチアップする。（オールコート・ハーフ・クォーターマンツーマン、全

てにおいて適用とする。） 

・マッチアップエリア内では、ボールマンに対して 1.5ｍ以内にマッチアップする。（従来通り。） 

 

 

以上 


